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はじめに

はじめに
経済活動の活発化に伴い、金融市場の規模は拡大し金融市場のメカ
ニズムに関する研究の重要性が増している。しかし、金融市場は複
雑な要因がからみあっているため全容を明らかにすることは困難で
ある。

図 1: 円高円安と企業の関係
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先行研究

分析手法
市場から得られる情報をもとに、分析を行い市場の傾向を把握
することで今後の動きを予測する手法。
ソーシャルメディアを実世界の射影と捉え、それらから得られ
る情報から市場の観測や予測を行う手法。
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プログラム
設定

取引プラットフォーム：MetaTrader 5(MT5)

手法：MT5 から得られた Tick データを用いて７つのインジケータのパラメータの最適化
を行う。それらと直交表を用いてバックテストを行い評価指標の予測値を求める。それら
を分析して各ルールの効率値を求めて実際に自動売買を行う。

図 2: 取引結果
結果

稼働時間：13 時間
取引回数：16 回
勝率：75 ％
収支：+3570 円
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行ったこと

長期と短期の分析結果に応じて自動売買を行うプログラムを作成。
プログラムの動き

　これまでのプログラムは指定した一つの時間足で市場の動き
を予測していた。そのため時間足を 10秒のように指定してい
ると、長期的に見た場合の市場のトレンドを把握することが出
来ず、だましで損を出す。そのため、短期と長期の分析を行う
パソコンを二台用意し長期の市場の傾向も考慮しながら短期の
方で実際に自動売買を行う。
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結果

結果
　長期と短期を使用したプログラムを一週間動かした。

図 3: 取引結果

結果
稼働時間：一週間
取引回数：23 回
勝率：61 ％
収支：+740 円
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LSTM

Long Short Term Memory(LSTM)は再起型ニューラルネットワーク
と呼ばれるもので、ある層の出力がもう一度その層へ入力される回
帰結合を持ちます。LSTMは時系列データに対するモデル、あるい
は構造の一種です。

予想
現在 tickデータを取得して、各インジケータごとにバックテストを
して評価指標を導き出して売買を行っているが、tickデータに対し
て LSTMを採用することで tickデータの予測がたてられ、それらを
もとに現在よりも勝率の高い取引ができるのではないかと考えてた。



8/1

LSTM

実際に LSTMのプログラムを作成することでどれくらい精度の予想
がたてられるのか確認した。

今回使用するデータは時間足が一日の、インドとインドネシアの
closeの時系列データである。2000年 1月 3日からのデータを用い
て学習させることで実際のデータと予想したものを比較して、どれ
くらいの精度があるのかを確認する。
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現在の状況

参考サイトのプラグラムを元にしてプログラムを作成しましたが、
今のところ実際のエラーが出ており、予測した値との比較などがで
きない状況である。

図 4: 様子
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まとめ

現在は LSTMを用いて数値の予想を行ったが、実際に卒業研究
に利用できそうかを考える。
エラーをなおして実際に動くかを確かめる。
自分のパソコンで取得している ohlcデータで予測をできるよう
なプログラムを作成してみる。


